
豪

族

屋

敷

の

形

式

池

雅

美

田

一
九
六
三
年
一
月
の
日
本
歴
史
地
理
学
研
究
会
例
会
で
、
佐
藤
甚
次
郎
氏
が
「
集
落
の
様
式
」
を
発
表
し
、
そ
の
要
旨
が
『
会
員
通
信
』

第
一
八
号
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
集
落
の
地
理
学
的
研
究
上
に
お
け
る
類
型
化
の
意
義
を
検
討
し
、
今
日
の
地
理
学
界
で
通
用
し
て
い
る

集
落
の
分
類
に
大
き
な
疑
問
を
投
げ
ら
れ
た
が
、
そ
の
な
か
で
、

「
豪
族
屋
敷
村
」
の
概
念
は
不
明
瞭
で
、
そ
の
主
体
を
な
し
た
豪
族
と

は
何
を
指
す
か
に
つ
い
て
は
き
わ
め
て
不
明
瞭
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
点
は
、
ま
っ
た
く
筆
者
も
同
感
で
あ
る
。
豪
族
集
落
に
つ
い
て
調

査
し
て
い
る
私
に
と
っ
て
、
こ
の
記
事
は
大
き
な
関
心
と
興
味
を
も
っ
た
の
で
あ
る
が
、
岩
手
県
を
中
心
と
し
て
の
豪
族
集
落
と
、
そ
の

豪族屋敷の形式豪

形
式
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

筆
者
は
、
豪
族
の
概
念
を
経
営
規
模
が
家
族
労
働
で
ま
か
な
え
な
い
、

し
か
も
人
格
的
隷
属
関
係
の
農
奴
の
よ
う
な
者
を
も
つ
も
の
を

181 

広
く
規
定
し
、
そ
う
し
た
犬
、
小
の
宮
家
族
を
中
心
と
し
て
隷
属
関
係
を
も
っ
一
族
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
も
の
で
、
形
態
的
に
は
濠
、
土

塁
、
川
、
長
屋
門
な
ど
の
防
禦
的
、
閉
鎖
型
構
え
を
も
っ
集
落
を
豪
族
屋
敷
と
考
え
、
幅
の
あ
る
概
念
で
名
目
や
隠
回
と
劃
然
た
る
概
念
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規
定
で
な
く
と
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
う
。
し
た
が
っ
て
豪
族
屋
敷
の
規
模
は
様
々
で
あ
り
、
形
式
も
ま
た
様
々
に
分
け
ら
れ

よ
い
よ
う
な
気
が
す
る
。

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
田
荘
集
落
、
在
家
集
落
、
何
々
屋
敷
、
郷
士
集
落
な
ど
は
い
ず
れ
も
豪
族
集
落
と
考
え
て

豪
族
集
落
の
形
式
は
第
一
表
の
如
く
、
地
形
上
、
構
造
上
、
集
落
形
態
上
、
豪
族
の
種
類
上
か
ら
分
け
ら
れ
る
。
地
形
上
、
正
陵
(
段

丘
を
含
む
)
式
の
も
の
と
い
う
の
は
起
伏
の
小
さ
い
、
頂
が
平
ら
な
地
形
で
胆
沢
扇
状
地
の
場
合
は
段
正
崖
が
川
か
低
地
に
臨
み
、
段
丘
上

豪族集落の形式(試案)

丘陵(段丘を含む)式

地 形 上 山 調由 式

平 地 式

堀土塁併用式

単 濠 式

構 造 上
複 濠 式

無 濠 式

散 ネす 式

集落形態上 集 村 式

城下町式

土 豪 式
豪族の種類上

豪 式他

第1表

を
し
め
る
も
の
が
多
い
。
寵
瀬
教
授
は
「
む
さ
し
の
城
郭
」
で
関
東

で
は
台
地
端
に
多
い
と
さ
れ
て
い
る
が
胆
沢
扇
状
地
の
場
合
は
扇

端
部
に
あ
た
る
段
丘
面
が
旧
河
道
か
崖
に
面
し
た
と
と
ろ
に
断
然

多
く
扇
頂
、
扇
央
部
に
少
な
い
。
今
、
水
沢
の
五
万
分
の
一
地
形

図
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
豪
族
屋
敷
の
館
地
名
分
布
を
み
て
も
私
の

今
ま
で
の
調
査
で
は
国
道
を
境
と
し
て
東
の
扇
端
部
に
五
つ
、
一
扇

頂
、
扇
央
部
は
二
つ
し
か
み
て
い
な
い
。
更
に
地
名
に
は
館
と
な

っ
て
い
な
い
が
明
ら
か
な
豪
族
屋
敷
と
考
え
ら
れ
る
も
の
を
含
め

る
と
国
道
以
東
の
扇
端
部
に
は
北
か
ら
八
幡
の
館
屋
敷
、
下
河
原

館
、
仙
人
の
青
木
氏
宅
、
那
須
川
館
、
佐
倉
河
中
陣
場
館
、
古
館
、



豪族屋敷の形式

環濠栗林鈴木幸子氏宅Plate 1 

長屋門鈴木幸子氏宅Plat巴 2
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栗
林
の
鈴
木
氏
宅
、
川
岸
場
の
鈴
木
束
氏
宅
、
白
山
の
大
館
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
又
、
宮
城
県
加
美
郡
宮
崎
町
の
古
内
氏
宅
、
石
母
田

在
郷
屋
敷
も
こ
の
形
式
に
な
り
地
形
上
の
形
式
と
し
て
最
も
多
か
っ
た
。



184 

四

。，白

正
陵
式
の
中
、
仙
人
の
青
木
氏
、
佐
倉
河
中
陣
場
の
古
館
、
宮
城
県
宮
崎
町
の
石
母
田
在
郷
屋
敷
に
つ
い
て
は
既
に
発
表
し
て
あ
る
の
で

省
略
す
る
が
、
栗
林
の
鈴
木
幸
子
氏
宅
は
胆
沢
扇
状
地
の
金
ケ
崎
段
丘
面
上
に
あ
り
、
今
尚
完
全
な
環
濠
を
廻
ら
し
、
そ
の
濠
の
土
を
あ

げ
た
と
思
わ
れ
る
土
塁
が
内
側
に
あ
る
。
正
面
玄
関
前
に
は
立
派
な
十
二
聞
の
長
屋
門
が
あ
り
、
長
屋
門
に
は
往
古
、
下
男
を
住
ま
せ
た

居
屋
敷
へ
、
安
永
八
年
権
三
郎
を
新
屋
へ
、
寛
政
二
年
仁
右
エ
門
を
町
屋
敷
へ
、
文
化
十
一
年
茂
兵
衛
を
堂
田
屋
敷
へ
、
文
政
四
年
丑
五



郎
を
前
村
へ
、
天
明
八
年
常
蔵
を
前
屋
敷
へ
、
慶
応
元
年
良
左
エ
門
を
川
向
へ
、
明
治
三
十
四
年
義
隆
を
東
隠
居
屋
敷
へ
出
し
て
お
り
、

そ
の
他
年
代
不
明
の
分
家
も
あ
り
、
現
在
ま
で
分
家
約
十
五
、
栗
林
と
折
居
部
落
に
出
し
て
い
る
。
家
屋
は
五
代
田
の
人
が
建
て
直
し
、

門
も
新
し
〈
直
さ
れ
て
い
る
が
屋
敷
の
一
隅
に
は
屋
敷
神
(
明
神
)
は
勿
論
、
文
部
省
か
ら
も
調
査
さ
れ
た
と
い
う
約
七
二

O
年
前
の
作
品

と
い
わ
れ
る
阿
弥
陀
を
ま
つ
っ
た
堂
も
あ
る
。
又
倉
は
土
蔵
一
に
穀
物
倉
二
庫
、
又
え
ぐ
ね
の
中
に
は
文
政
五
年
の
庚
申
供
養
塔
と
し
て

の
経
塚
が
あ
る
。
同
家
所
蔵
の
文
化
元
年
下
伊
沢
折
居
樋
場
内
改
帳
、
肝
入
仲
左
エ
門
、
及
、
文
化
二
年
、
下
伊
沢
中
野
村
の
内
折
居
竃

数
御
改
書
上
如
、
肝
入
谷
右
エ
門
に
よ
る
と
男
六
、
女
四
で
十
人
、
文
化
十
一
年
も
十
人
、
天
保
七
年
御
救
助
と
し
て
金
子
調
達
永
々
苗

学
帯
万
麻
生
下
御
免
成
候
御
事
と
し
て
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
、
文
久
二
年
、
下
胆
沢
折
居
高
人
数
御
改
帳
、
肝
入
、
鈴
木
一
郎
に
よ
れ
ば

家
族
十
一
人
、
そ
の
他
下
男
、
下
女
を
使
用
し
て
い
た
。
下
男
の
報
し
ゅ
う
は
三
十
年
位
ま
で
年
俸
で
三
石
位
、
下
女
一
石
位
だ
が
下
女
は

被
服
で
も
ら
う
。
大
正
十
三
年
人
夫
町
買
出
帳
、
栗
林
鈴
木
誠
信
に
よ
れ
ば
下
男
四
人
、
下
女
五
人
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

日

植
時
は
人
夫
八
二
人
で
下
男
は
米
石
で
下
女
は
此
給
衣
類
の
と
と
に
約
束
、
御
金
四
十
円
見
当
と
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
新
銘
仙
一
反
、
朱

子
帯
一
一
民
、

上
布
シ
マ
一
反
、
阿
波
ち
ぢ
み
一
反
、
嗣
白
一
一
氏
、
雪
袴
地
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
外
馬
方
も
使
用
し
、
並
日
請
費
用
、
年
収

豪族屋敷の形式

入
、
桑
蚕
収
支
、
新
聞
払
出
な
ど
明
細
に
記
し
て
あ
る
。
尚
、
同
幸
子
氏
に
よ
れ
ば
昭
和
の
始
ま
で
下
男
五
人
を
傭
っ
て
い
た
と
い
う
。

現
在
耕
地
は
三
町
以
上
で
田
植
時
は
や
は
り
百
人
位
か
か
る
と
い
う
。

又
、
川
岸
場
の
鈴
木
東
氏
は
鈴
木
氏
家
諮
に
よ
る
と
先
祖
は
伊
豆
国
加
茂
郡
一
宇
那
賀
郡
の
内
鈴
木
郷
、
相
模
国
愛
甲
郡
一
宇
高
座
郡

qu

、、11
J

の
内
、
吉
田
在
家
右
為
軍
功
之
賞
宛
行
者
也
の
如
件
義
家
(
墨
印
)
と
あ
っ
て
七
代
ま
で
伊
豆
相
模
に
お
り
、
そ
こ
か
ら
八
代
の
と
き
、
海
岸

奉
行
と
し
て
、
本
吉
郡
、
奥
州
奉
行
人
と
し
て
下
降
住
居
、
葛
西
の
家
来
と
な
り
、
十
三
代
鈴
木
六
郎
、
出
羽
守
重
行
が
和
賀
阿
波
守
と
縁

185 

放
の
為
鬼
柳
左
京
太
夫
と
一
緒
に
主
人
の
葛
西
に
反
抗
し
て
本
吉
歌
津
城
が
潰
さ
れ
、

し
ば
ら
く
鬼
柳
に
い
た
ら
し
い
。
そ
し
て
十
八
代
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木
相
模
守
重
信
の
と
き
現
在
に
住
し
、
家
来
を
つ
れ
て
百
姓
を
始

め
た
。屋

敷
は
前
面
南
に
北
上
川
を
ひ
か
え
段
丘
崖
を
利
用
し
て
お
り
、

堀
は
現
在
空
堀
と
な
り
、
土
塁
は
北
西
に
残
っ
て
い
る
。
堀
の
内
は

音
の
シ
ン
ガ
リ
屋
敷
で
、
現
在
一
、
八

O
O坪
、
南
の
北
上
川
に

面
し
た
と
こ
ろ
に
ヤ
グ
ラ
門
が
あ
り
段
丘
崖
を
上
る
と
こ
ろ
に
わ
ず

か
の
石
塁
が
残
っ
て
い
る
。
北
側
に
も
長
屋
門
が
あ
り
、
昔
は
全
部

で
門
が
四
つ
あ
っ
た
と
い
う
。
石
塁
を
数
段
上
っ
た
と
と
ろ
に
母
屋

が
あ
っ
た
が
(
一
九
六
二
年
)
こ
わ
し
て
現
在
新
築
し
て
い
る
。
屋

敷
の
西
南
え
ぐ
ね
中
に
内
神
と
し
て
長
者
神
社
が
あ
り
大
室
権
現
を
担
っ
て
い
る
。
室
の
権
現
は
屋
敷
神
で
あ
り
、
長
者
神
社
は
先
祖
を

ま
つ
っ
た
神
で
屋
敷
神
に
は
旧
九
月
一
自
に
献
膳
を
二
膳
し
た
。
生
き
た
鮒
を
二
匹
ず
っ
と
赤
飯
と
お
み
き
を
供
え
た
。
文
神
社
の
祭
り

は
旧
二
月
の
卯
の
臼
で
一
月
十
五
日
に
餅
を
っ
き
直
径
五
糎
の
も
の
を
二
四
と
っ
て
お
い
て
二
月
の
卯
日
に
焼
餅
に
し
て
コ
ブ
と
田
作
り

(
ゴ
マ
メ
)
と
か
ぶ
と
お
み
え
」
と
を
供
え
る
。
そ
の
と
き
一
つ
だ
け
供
え
て
あ
と
の
二
三
を
カ
ブ
ぞ
う
に
に
し
て
主
人
だ
け
が
食
う
。
そ

の
後
に
古
文
書
を
み
せ
る
の
で
そ
れ
以
外
の
日
に
は
絶
対
古
文
書
類
を
み
せ
な
い
習
し
で
あ
る
。
又
、
屋
敷
の
南
に
は
藩
政
時
代
御
蔵
場

に
な
っ
て
か
ら
は
肝
入
役
、
御
蔵
守
、

が
あ
っ
た
。
伊
達
藩
に
な
っ
て
か
ら
は
郷
土
と
し
て
農
業
経
営
を
し
直
参
と
し
て
苗
字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
る
。
又
大
肝
入
を
す
る
よ
う

ひ
ら
た
肝
入
、
新
御
買
米
御
用
帆
役
御
判
肝
入
、
鮭
御
子
寵
御
用
、
御
材
木
受
払
役
御
買
人
な
ど

の
役
も
っ
と
め
、
六
日
入
邑
伝
説
に
よ
れ
ば
明
暦
年
聞
に
名
子
は
五
人
、
水
呑
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
始
め
の
分
家
は
寛
永
五
年
、
四
貫



七
九
二
又
を
与
え
て
い
る
し
、
延
宝
年
中
は
一
貫
二
八
二
文
を
与
え
て
別
家
さ
せ
て
い
る
。
と
れ
は
血
縁
関
係
で
な
い
ら
し
い
。
又
元
禄

二
年
に
は
二
貫
二
一
四
文
で
分
家
さ
せ
て
い
る
が
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
た
の
で
と
の
干
場
屋
敷
二
貫
二
一
回
文
は
そ
の
ま
ま
戻
っ
た
。
次

は
元
禄
三
年
、
二
貫
一
一
七
文
で
分
家
さ
せ
、
宝
暦
五
年
に
は
一
貫
八
二
九
文
で
分
家
、
明
和
二
年
に
は
一
貫
八
三
八
文
で
分
家
、
こ
れ

a告

も
血
縁
が
な
か
っ
た
ら
し
い
。
次
は
安
永
三
年
二
貫
三
九
支
で
分
家
、
そ
れ
以
外
は
よ
く
調
べ
得
な
か
っ
た
が
分
家
額
計
一
三
貫
七
六
九

に
U

文
の
よ
う
で
、
こ
れ
を
大
室
家
録
か
ら
み
る
と
分
家
前
の
持
高
が
一

O
賞
八
九
八
文
と
な
っ
て
い
て
こ
の
ま
ま
で
は
足
り
な
く
な
る
は
ず

で
あ
る
が
こ
れ
は
近
在
の
税
金
に
困
っ
て
い
る
も
の
な
ど
か
ら
買
い
と
っ
た
土
地
も
あ
り
、
分
家
で
す
ぐ
亡
く
な
っ
て
戻
っ
た
土
地
も
あ

り
、
延
宝
八
年
に
は
一
貫
二
三
五
文
の
銭
神
屋
敷
か
ら
持
高
を
譲
り
う
け
て
い
る
し
、
更
に
天
和
元
年
に
は
合
野
屋
敷
か
ら
持
高
一
貫
七

六
文
の
地
を
譲
り
う
け
た
り
し
て
い
る
の
で
不
思
議
で
は
な
い
。
現
在
の
耕
地
面
積
は
二
町
歩
畑
地
七
反
位
又
、
名
子
、
水
呑
の
外
に
大

肝
入
の
と
き
罪
人
を
奴
隷
と
し
て
殿
様
か
ら
お
く
ら
れ
て
奴
隷
に
し
た
も
の
も
あ
っ
た
。
え
ど
う
し
は
内
え
ど
う
し
(
ヂ
キ
別
レ
)
十

軒
、
外
え
ど
う
し
十
五
軒
、
内
え
ど
う
し
は
川
岸
場
に
九
軒
、
姉
体
一
軒
、
外
え
ど
う
し
は
川
岸
場
、
水
沢
、
姉
体
、
大
船
渡
、
黒
石
な

ど
他
の
部
落
も
あ
る
。
川
岸
場
の
束
氏
宅
を
中
心
に
そ
の
附
近
だ
け
で
分
家
十
四
軒
を
も
っ
豪
族
集
落
で
あ
る
。
た
だ
疑
問
の
点
は
同
家

豪族屋敷の形式

の
墓
地
に
は
文
禄
の
こ
ろ
に
は
住
み
つ
い
た
と
い
う
十
八
代
重
信
の
墓
が
あ
る
が
そ
の
墓
地
に
板
碑
の
夫
正
六
年
十
月
二
十
四
日
孝
子
重

信
白
と
刻
ま
れ
た
経
塚
の
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
も
何
か
の
資
料
で
解
決
し
た
い
が
豪
族
屋
敷
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

又
、
白
山
村
、
内
館
の
鈴
木
正
郎
氏
宅
は
、
栗
林
鈴
木
家
の
本
家
で
あ
る
こ
と
は
両
家
の
家
系
図
の
対
照
に
よ
っ
て
も
う
か
が
い
し
る

と
と
が
出
来
る
。
同
家
系
図
に
よ
れ
ば
、
先
祖
は
紀
州
、
藤
代
城
主
也
、
同
国
藤
代
外
七
郷
、
弐
千
余
町
所
領
、
鈴
木
氏
と
号
し
、
治
承

元
年
十
一
月
十
日
に
卒
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
鈴
木
三
郎
重
家
源
九
郎
判
官
が
義
経
公
に
仕
え
、
文
治
二
年
陸
奥
に
下
向
、
同
五
年
間
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四
月
二
十
八
日
恭
衡
征
伐
の
節
、
重
家
討
死
、
嫡
男
重
光
も
十
七
才
で
共
に
討
死
、
建
長
二
年
三
月
鈴
木
重
徳
奥
方
却
下
向
父
及
兄
供
養
為
胆



188 

沢
郡
、
麻
生
郷
居
住
、
是
内
館
脇
也
と
あ
り
、
そ
の
後
、
建
武
二
年
、
葛
西
の
家
臣
と
な
り
、
麻
生
の
中
、
十
二
貫
文
の
知
行
と
な
る
。

応
永
十
七
年
に
は
葛
西
晴
信
公
か
ら
太
刀
拝
領
、
当
城
主
よ
り
具
足
二
を
拝
領
し
て
い
る
。
し
か
し
永
禄
元
年
、
麻
生
城
主
左
京
太
夫
の

勘
気
を
蒙
り
、
鈴
木
次
郎
少
輔
は
西
磐
井
郡
衣
川
郷
に
退
居
し
衣
川
に
住
し
た
。
更
に
天
正
十
三
年
、
伊
達
政
宗
公
の
た
め
に
麻
生
館
、

大館の内堀鈴木氏白山Plate 3 

慶長 5年建築銘のある正門千葉武男氏黒石Plate 4 



落
城
、
当
城
主
白
川
に
落
行
し
て
か
ら
麻
生
館
脇
の
本
の
吾
屋
敷
十
二
貫
文
の
地
を
取
戻
し
た
。
現
代
二
十
八
代
、
現
在
、

屋
敷
三
反

歩
、
田
七
反
、

と
農
地
解
放
で
減
っ
て
い
る
。
尾
敷
は
殆
ど
周
囲
全
部
に
え
ぐ
ね
が
あ
り
西
南
関
に
氏
神
、
大
館
稲
荷
大
明
神
を
担
っ
て

い
る
。
西
か
ら
北
に
か
け
て
内
堀
が
あ
り
水
を
、
湛
え
て
い
る
。
西
の
田
の
中
に
小
高
く
な
っ
た
丘
に
館
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
分
家
は

二
十
軒
、
同
じ
部
落
に
七
、
他
部
落
に
十
三
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
部
、
鈴
木
姓
を
名
乗
り
、
正
月
に
は
内
え
ど
う
し
、
外
え
ど
う
し
も

全
部
集
る
と
い
う
。
分
家
の
中
名
子
三
軒
あ
り
、
又
下
男
も
使
っ
て
い
た
。
以
上
は
既
発
表
の
も
の
と
共
に
地
形
上
、

丘
陵
立
地
の
豪
族

屋
敷
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
山
地
式
の
例
と
し
て
藤
沢
町
白
山
の
及
川
氏
屋
敷
、
水
沢
市
柳
の
千
葉
氏
宅
、
宮
城
県
査
米
郡
の
中
田
、
笠
原
城
が
あ
げ
ら
れ

n
b
 

る
。
こ
の
中
笠
原
城
に
つ
い
て
は
既
に
発
表
し
て
あ
る
の
で
略
す
が
、
藤
沢
の
白
山
、
及
川
氏
宅
も
水
沢
市
下
柳
の
千
葉
氏
宅
も
い
ず
れ

も
山
上
に
あ
り
、
千
葉
氏
山
上
登
り
口
の
門
に
は
慶
長
五
年
の
刻
み
あ
る
木
材
が
あ
り
、
十
五
町
の
回
を
名
子
に
耕
作
さ
せ
、
犀
敷
内
に

は
立
派
な
氏
神
(
八
幡
社
)
も
あ
り
、
濠
の
一
部
も
残
っ
て
い
る
。
山
手
の
方
に
十
一
の
溜
池
を
も
ち
濯
滑
に
利
用
し
た
。
又
屋
敷
内
に

可

t

水
神
も
あ
り
、
経
塚
も
あ
る
。
葛
西
の
下
臣
で
伊
達
に
取
立
て
ら
れ
た
豪
族
で
あ
る
。
又
江
刺
市
滝
の
沢
犀
敷
も
と
の
形
式
に
い
れ
ら
れ

豪族屋敷の形式

る
か
も
知
れ
な
い
。

。。

次
に
平
地
式
の
も
の
と
し
て
は
遠
野
市
土
淵
の
阿
部
屋
敷
が
あ
げ
ら
れ
る
が
、
広
大
な
平
野
に
立
地
し
た
も
の
で
な
い
。

構
造
上
の
様
式
で
は
、
堀
、
土
塁
を
併
用
す
る
式
の
も
の
が
多
く
、
地
形
上
の
平
地
、
丘
陵
面
の
も
の
は
殆
ど
と
の
形
式
の
よ
う
で
あ
る
。

堀
に
は
単
一
爆
と
複
濠
と
あ
り
、
大
部
分
は
単
濠
で
、
筆
者
の
今
ま
で
調
べ
た
も
の
で
複
濠
の
も
の
は
遠
野
の
阿
部
屋
敷
と
前
沢
の
白
山
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の
大
館
で
あ
る
。
こ
れ
は
地
形
が
平
地
で
自
然
的
防
禦
性
が
之
し
い
為
と
考
え
ら
れ
る
。

n
H
d
 

又
無
濠
の
例
と
し
て
は
玉
里
(
江
刺
市
)
の
金
田
屋
敷
だ
け
で
あ
る
。
こ
れ
は
寛
文
十
一
年
に
被
官
七
戸
、
下
人
十
一
人
を
従
え
、
家
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族
全
体
で
六
九
人
も
い
た
豪
族
で
あ
る
が
、
初
め
は
山
城
で
あ
り
、
現
在
の
地
に
降
り
て
、
農
業
経
営
す
る
こ
ろ
は
乱
世
で
な
く
濠
の
必

要
性
が
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

凸
り

次
に
集
落
形
態
上
散
村
に
な
っ
た
も
の
は
、
既
に
牧
野
氏
が
、
豪
族
集
落
と
関
係
が
深
い
と
い
わ
れ
た
が
、
岩
手
県
を
中
心
と
し
て
東

北
の
筆
者
の
調
査
で
は
遠
野
の
阿
部
屋
敷
と
水
沢
市
の
仙
人
、
青
木
氏
宅
、
中
陣
場
の
古
館
だ
け
で
、
大
部
分
は
疎
状
塊
村
を
な
し
た
も

の
が
多
か
っ
た
。
又
豪
族
屋
敷
が
城
下
町
に
あ
る
い
は
地
方
都
市
に
発
達
し
た
も
の
と
し
て
は
既
に
発
表
し
た
宮
城
県
中
田
の
笠
原
城
と

宮
城
県
加
美
郡
の
石
母
田
(
古
内
)
屋
敷
で
あ
る
。
又
山
形
盆
地
の
長
瀞
城
も
そ
の
形
式
で
あ
る
こ
と
は
山
口
弥
一
郎
氏
が
の
べ
ら
れ
て

い
る
。豪

族
の
種
類
上
の
形
式
か
ら
は
、
土
蒼
の
宮
家
族
を
中
心
と
し
て
発
達
し
た
集
落
と
他
郷
か
ら
入
っ
て
き
た
豪
族
を
中
心
と
し
て
隷
属
関

係
を
結
ぶ
集
落
に
発
達
し
た
も
の
と
あ
る
が
、
筆
者
の
調
査
か
ら
は
、
遠
野
市
の
阿
部
屋
敷
を
除
い
て
は
全
部
他
豪
式
の
も
の
で
あ
っ
た
。
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